
まちのわだい

龍馬脱藩の道で国際化？
～河辺ふるさとの宿～

青 島 で 龍 馬 を 堪 能
～龍馬講話と喜界島三味線コンサート～

たくさんの人でにぎわいました
～道の駅「清流の里ひじかわ」夜市～

大洲和紙の魅力を知って
～大洲農業高等学校　生活科学科被服班～

　 6月２0日から２4日までの間、河辺ふるさとの宿にフ
ランス人映画監督とプロデューサーご夫婦が宿泊さ
れました。
　 ２ 人は、映画制作のため来日し、京都市で撮影をし
ているそうで、休日を利用しての滞在でした。屋根付
き橋や脱藩の道を散策したり、龍馬とお龍さんに扮し
て写真を撮ったり、河辺の自然に大満足していました。

　長浜町青島の魅力を発信することを目的に、「長浜
なんとかしょうぜ委員会」を主催とするイベントが、
青島で行われました。
　現地では坂本龍馬との縁、青島の歴史に関する講演
があり、史跡なども散策しました。他にも、喜界島三
味線と薩摩琵琶のミニコンサートも行われ、参加者は
優雅な音色に耳を傾けていました。
　このイベントは 7月に ２回行われ、市内外から多く
の人が参加しました。

　肱川町のイベントとして定着した道の駅「清流の里
ひじかわ」夜市が、今年も開催されました。
　さまざまな出店が立ち並び、ステージ舞台やビアガ
ーデンコーナーを設けて、ステージ上では風神太鼓や
アマチュアバンドによる演奏やヒップホップダンス、
また肱川町出身の歌手TAKUROさんによる里帰りラ
イブが行われました。
　当日は、食券を利用しての「お楽しみ抽選会」も行
われ、終始にぎわいを見せていました。

　大洲和紙復活への取り組みとして、おはなはん通り
休憩所に設置されているランプの衣替えが行われま
した。
　この企画は、大洲農業高等学校の生徒たちが大洲の
観光資源の普及や伝統産業の継承・復活を目的に行っ
たものです。
　夏仕様に衣替えされたランプから発する光が、大洲
和紙の温かさを演出し、訪れた多くの人の心を癒して
くれます。

₆ 月₂₃日㈯

₇ 月₂₁日㈯ ₇ 月 ₆ 日㈮

₇ 月 ₇ 、₂₁日㈯
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まちのわだい

日 本 と 韓 国 の 架 け 橋 に
～韓国安

アンサンカンソ

山江西高等学校短期研修団　表敬訪問～

夏を彩る花火の祭典
～大洲川まつり花火大会～

気力をふりしぼりゴールを目指せ
～第₁₈回ジュニアトライアスロン大会～

　帝京冨士中学・高等学校の姉妹校である韓国安山江
西高等学校の短期研修団15人が、清水市長を表敬訪問
しました。
　少し緊張した面持ちの生徒たちでしたが、時折投げ
かけられる清水市長の質問に笑顔で答えていました。
　自然豊かな大洲に対する生徒たちの印象は好評で、
今後の交流促進につながる大きな一歩になりました。

　大洲の夏場最大のイベントである大洲川まつり大会が
肱北河原（3日）、肱南河原（4日）で開催されました。
 ２ 日間で約4000発の花火が大洲の空を華麗に彩り、
見物客からは「きれい」、「すごい」という声がしばし
ば聞かれ、暑い夏のひとときを楽しんでいました。
　市内外から多くの人が訪れた今回の花火は、「クラ
イマッＸ　龍馬２01２　～龍馬、時代の風になる～」を
基本テーマに行われました。

　自分の限界に挑戦しようと、一級河川肱川や肱川緑
地公園を舞台に第18回ジュニアトライアスロン大会
が開催されました。
　さまざまな部に分かれて行われた今大会は、県内外
から144人の鉄人たちが参加しました。競技はスイム・
バイク・ランなどで構成されていて、参加者は日頃の
練習の成果を発揮しようと頑張っていました。
　今年で18回目を迎えるこの大会は、大洲市主催で毎
年開催しています。

₇ 月₂₇日㈮₇ 月₂₉日㈰

₈ 月 ₃日㈮・₄日㈯

全力で漕げ！焦げ！
～第₁₇回ドラゴンボート大会～

　真夏の太陽が照りつける中、肱川の鹿野川ダムで第
17回ドラゴンボート大会が開催されました。
　市内外から40チーム総勢45２人もの参加者が集い、
白熱したレースを繰り広げました。スムーズに漕ぐチ
ームもいれば、スタート早々に旋回してしまうチーム
がいるなど、予想できないレース展開に会場は大いに
盛り上がりました。
　肱川を代表するこのイベントは、大勢の人たちの協
力を得て、毎年開催されています。

₇ 月₂₉日㈰
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弊
社
は
昭
和
42
年
に
創
業

し
、
平
成
17
年
に
現
在
の
場
所

に
工
場
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

弊
社
で
は
、
エ
ア
ー
バ
ッ
グ

や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
な
ど
の
自
動

車
安
全
装
置
に
使
用
さ
れ
る
高

い
信
頼
性
を
求
め
ら
れ
る
製
品

を
扱
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

も
の
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス
を
商

品
と
考
え
、
品
質
シ
ス
テ
ム
に

従
っ
て
作
業
し
て
い
ま
す
。

　

弊
社
の
も
の
づ
く
り
は
、
一

日
の
大
半
を
ま
っ
た
く
の
無
人

で
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
24

時
間
後
、
48
時
間
後
の
製
品
寸

法
を
予
測
し
、
そ
の
予
測
通
り

に
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
ま
す
。
製
造
の
ほ
ど
ん
ど
を

機
械
で
行
う
弊
社
に
と
っ
て
は
、

非
常
に
大
切
な
管
理
技
術
で
す
。

　

製
造
個
数
の
拡
大
だ
け
で
は

な
く
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を

取
得
し
、
再
利
用
で
き
る
資
源

の
管
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー

ス
な
ど
、
環
境
に
配
慮
す
る
姿

勢
も
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
経
済
状
況
は
、
自
動

車
業
界
全
体
に
打
撃
を
与
え
て

い
て
、
そ
の
影
響
は
少
な
か
ら

ず
出
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
状
況

下
で
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
、
Ｔ

Ｓ
１
６
９
４
９
と
い
う
品
質
規

格
の
認
証
を
取
得
し
、
取
引
先

か
ら
も
大
き
な
信
頼
を
得
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
信
頼
性
の
高
い
製

品
を
各
業
界
に
安
定
供
給
し
、

顧
客
の
安
心
感
・
満
足
度
を
高

め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
17

人
の
従
業
員
と
と
も
に
、
も
の

づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
地
域
貢
献
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【がんばる市内企業の事業活動や事業展開を紹介します】

葵機工株式会社 
～不良ゼロを目指した品質づくりを～

◇所在地　大洲市野佐来
◇電　話　24－3872

野　鳥

カワラヒワ（川原鶸）
スズメ目　アトリ科
大きさ15㎝

　ひまわりなどに群れてやって来る、全身の緑色
と翼の黄色が目立つかわいい小鳥です。また、高
いこずえに止まり「キリキリ、コロコロ、ジュィ
ーン」とよく鳴くので、人里の近くで住んでいる
のが確認できます。山間部では早場米が推奨され、
盛んに作られるようになりました。ちょうど、頭
をたれ始めた頃に頻繁にやって来て、未熟の穂を
ついばむため、厄介者扱いになっています。長い
間培われてきた農業形式を変えることで、いまま
で共存してきた生き物たちとの溝が深まり、問題
が発生しているようです。この地球上のすべての
生き物が、恩恵を受けられるような平和な社会が、
来ないかと願うばかりです。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

が
ん
ば
る
大
洲
企
業

文化財
御
み

幸
ゆき

の橋
愛媛県指定有形民俗文化財
天神社所有

　肱川上流の河辺川にかかる御幸の橋は、中央が半
円形に反った太鼓橋で、屋根が付いた珍しい形状の
ものです。このような屋根付の橋は、県内では肱川
水系でしか見られないものです。現在、河辺地域に
は八つの屋根付橋が存在しており「河辺浪漫八橋」
と呼ばれていますが、その中でもこの御幸の橋が最も
古く明治19（1886）年に完成したと伝えられています。
　屋根は切妻造りの杉皮葺きで、欄

らん

干
かん

には擬
ぎ

宝
ぼ

珠
し

と
呼ばれる装飾が付けられ「御幸乃橋」と刻名されて
おり、平成２２年度には河辺浪漫八橋保存会が中心と
なり屋根葺替え修理が行われました。
　坂本龍馬脱藩イベントの舞台としても知られてお
り、多くの龍馬ファンに親しまれています。

 （昭和45年 3 月２7日指定）

シリーズ
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こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す

　

松
本
零
士
先
生
と
い
え
ば
、「
銀

河
鉄
道
９
９
９
」「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ

ト
」「
宇
宙
海
賊
キ
ャ
プ
テ
ン
ハ
ー

ロ
ッ
ク
」
な
ど
、
宇
宙
を
題
材
に
し

た
Ｓ
Ｆ
漫
画
の
先
駆
者
で
す
。

　

７
月
５
日
、
松
本
零
士
先
生
に
描

い
て
い
た
だ
い
た
新
谷
小
学
校
の
壁

画
の
お
披
露
目
が
あ
り
ま
し
た
。
先

生
の
両
親
は
大
洲
の
出
身
で
、
戦
時

中
は
母
親
の
実
家
の
あ
る
新
谷
に
疎

開
し
、
小
学
校
の
低
学
年
を
過
ご
さ

れ
ま
し
た
。
友
達
と
大
自
然
の
中
で

遊
ん
だ
記
憶
を
懐
か
し
が
ら
れ
、
満

天
の
星
空
の
下
、
神
南
山
の
山
裾
を

走
る
蒸
気
機
関
車
か
ら
銀
河
鉄
道
９

９
９
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
た
と

も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
文
明
は
、
星
空
に
神

話
や
夢
を
託
し
て
き
ま
し
た
。
人
間

で
は
計
り
知
れ
な
い
世
界
が
宇
宙
で

あ
り
、
こ
れ
だ
け
科
学
の
進
ん
で
い

る
現
代
で
さ
え
、
宇
宙
の
片
隅
の
出

来
事
し
か
分
か
ら
ず
、
宇
宙
の
法

則
も
未
解
明
な
部
分
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
先
生
が
来
ら
れ
た
時
は

ち
ょ
う
ど
、
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
が
発
見

さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と

で
、
世
界
中
の
物
理
学
者
が
子
ど
も

の
よ
う
な
笑
み
を
浮
か
べ
る
様
子
が

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
い
ま
し
た
。
先
生

は
「
宇
宙
と
い
う
大
き
な
ス
ケ
ー
ル

の
も
の
や
、
素
粒
子
と
い
う
小
さ
な

ス
ケ
ー
ル
の
も
の
の
中
で
ま
だ
ま
だ

分
か
ら
な
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

ん
で
す
ね
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

夢
を
見
て
、
そ
れ
を
現
実
の
も
の

に
一
歩
ず
つ
近
づ
け
て
い
く
こ
と
が

科
学
の
進
歩
で
あ
り
、
ま
た
、
新
し

い
発
見
が
そ
の
先
を
夢
見
る
こ
と
に

つ
な
が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
20
年
こ
ろ
の
神
南
山
の
星
空

の
風
景
が
、
松
本
零
士
先
生
の
夢
を

か
き
立
て
た
銀
河
鉄
道
９
９
９
の
始

発
駅
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

銀
河
鉄
道
９
９
９
の
始
発
駅

★

★

お
お
ず
の
女
性 

～
輝
い
て
今
～

「
救
命
救
急
に
つ
い
て
」　

第
10
期
お
お
ず
女
性
塾
第
２
回
講
座

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
応
急
手

当
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
、「
救
命
救
急

に
つ
い
て
」
と
題
し
た
第
10
期
お
お

ず
女
性
塾
第
２
回
講
座
が
８
月
２
日

（
木
）、
旧
図
書
館
４
階
会
議
室
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

お
お
ず
女
性
塾
は
、
活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
人
材
育

成
を
図
り
、
い
き
い
き
と
し
た
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
大
洲
消
防
署
職
員
を
講
師

に
招
き
、
８
人
の
塾
生
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
職
員
か
ら
応
急
手
当
の
重

要
性
に
つ
い
て
講
話
を
聴
き
、
そ
の
後

実
践
を
交
え
た
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

職
員
は
、「
応
急
手
当
に
関
し
て
は
、

法
律
の
立
場
か
ら
も
実
行
す
る
人
を
守

る
よ
う
に
で
き
て
い
る
。
応
急
手
当
を

行
う
こ
と
で
、
そ
の
人
が
助
か
る
確
率

は
も
の
す
ご
く
高
く
な
る
。
ま
ず
は
、

手
探
り
で
も
い
い
の
で
実
行
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

塾
生
は
、
一
人
ひ
と
り
順
番
に
ダ
ミ

ー
の
人
形
を
使
い
、
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
の
応
急
手
当
を
職
員
の
指
示
を

仰
ぎ
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

　

お
お
ず
女
性
塾
は
２
年
に
一
度
、
市

内
の
女
性
を
対
象
に
募
集
を
行
い
ま

す
。
来
年
度
は
、
第
11
期
塾
生
を
募
集

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
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